
ロケットの夜間実験

　ロナー’トに1－・1する）it”｝’二系観測を容易ならLめる

ii的で，ρ／めての／セllij実験を陶lrメξ験場で行．h

ナニ．　1957SI・t6　Jl221［，　こa：）lIik，　1蔓二i三S，・：当り，　1

年li［で一番のllのf／れのおそい111三ったのは，　ll，

肉なめぐり合わせであった．とっぷり暮れ．たのは，

午後8時半項，雲高10，000m，星1よ，5～6．且1り雲

間にのぞいている．人候75点と採点した・実験
場後方羽越本線の通過列肛を．・壁けて，

は，午後8時48J）と決定された．定刻，

型2号機は，夜空に打揚げられた・

発射時亥iJ

カッパ皿

発射予定時刻　⇒

23分前に，ランチ
ー，付近から、気球

を揚げる．吹球は1

観測班のトラッキ
ング訓練にもしば

しば唱いら才Lた
が，まtJ、風向，

風速等の実験場に
ミ6けるなまの気象

二伏態を知る資料と

↑よる．

発射予定時刻　⇒

12分前と6分前に
は脚ロケソト班が，

発元．発射のため
の結線をやる、結

線径導通テスト
があッてOKとな
一；て待避する．導

火，抵抗OKで発
射60秒前と嫁り自

動発射のコントロ
ーラが働き出す．

したがフーて結線
は，沈着に迅速に．

そして確実に行わ

ねばならないので
修練を・要す6・

⇔　くらやみの中

で，カメラの窓を
・全開し．．⊂r怖くと，

ロケttトの飛跡
が，記録されろ．

まず，ブースタの
発地ザ確認され，

5秒．｛，ロケット

．エンジンに点火

ずる．写真の％ま

での太い線は、ブ

ー7・タ，ロケ・Vト

の噴射，それから
先の細い線；‡．発

光筒の跡　メイン
●ロケッ］一の噴射

は，　この直饅にあ

ったこと1ま．光学

系観，fili班の眼鏡で

確詔され『⊂いる，

4　ロケットは，運搬車兼用のランチヤに，準備室
　　の中でランチングされ，発射予定時刻27分前
　　に，ジープに引かれて，発射点へ移動する．

◇　発射予定時刻30分前にB旗を揚げ1赤灯を灯し、

　　サイレンを鳴らす．赤灯は，夜間実験のため初
　　めて装置したもので，粟に海上の警戒に備えた
　　標識，写雪の左は，計測室で，指令室を兼れて
　　いる，その屋根にある白い箱は，音響測定用の
　　マイク，　右の階の建4勿iよ，　テし．メター・レーダ

　　受信室．で屋上F：：，場内照らす二つの投光器が見

　　える．投光器も発射12分前には，消灯して，場
　　「勾は，真のやみとなる，


